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：区役所・消防署
：神奈川県横浜市
：5,077.61 ㎡
：2,812.55 ㎡
：17,334.25 ㎡
：地上／ S造 , 一部 CFT 柱 ,SRC 造（免震構造）
   地下／ RC造
   地下 1階　地上７階（建築基準法上は地下 1階　地上 8階 )
：小泉アトリエ　
：ARUP

建 築 概 要

Ｂ. 機能軸（技術）
Technology

Ｃ. 社会軸（環境）
Environment

Ａ. 感性軸（造形）
Form

01 審美感

02 調和性

03 独創性

04 象徴性

05 完成度

06 機能性

07 効率性

08 利便性

09 安全性

10 先導性

11環境負荷

12 資源消費

13地域環境性

14 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15 先進性

16 ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

18 維持管理

19 耐久性

20ＬＣＣ

☆

☆

☆

☆

☆
Ｄ. 経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

評価項目 評価項目に対する設計者のデザイン意図 自己評価
0 +1 +2 小計

01 審美感
02 調和性

03 独創性
04 象徴性

05 完成度

06 機能性

07 効率性

08 利便性
09 安全性

10 先導性
11 環境負荷

12 資源消費
13 地域環境

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ

15 先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

18 維持管理
19 耐久性
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特に
重視

アルミ・スチール溶融亜鉛メッキ等でできた外壁のアタッチメントが、彫りの深い表情を作り出すととともに、
夜には柔らかく光を受け、印象的な夜景を生み出している。
建築ヴォリュームを水平方向・鉛直方向に分節化してスケールダウンをはかり、周辺へ与える圧迫感を減じ、
周辺から突出しない建築となっている。
方位・周辺状況に即して配された環境制御・視線制御のためのアタッチメントにより、面ごとに異なる彫りの
深い表情を生み出している。
隣接建物の軒高と揃えた大庇により、スケール感をバランスさせつつ、来庁者を迎え入れる顔を生み出している。
西側エレベーションに区の花であるひまわりを模したパターンを施し、区民に親しまれる表情を作り出している。
高度で複雑なファサードエンジニアリングを展開するのではなく、シンプルでわかりやすい環境要素を組み合
わせることで、独創的な外観を実現している。
南面には傾斜天井に沿ったテーパー梁や腰壁と一体となった逆梁を採用し、執務空間の足もとの乱雑さを隠し
つつ、十分な光と風を室内に導き、快適な執務環境を実現している。

複合庁舎として明快な部門構成とするとともに、相互の関係を積極的に生み出すことで、双方の活動を可視化
し利便性を高め、災害時の対応を容易なものとしている。
免震を採用し高い BCP を確保すると共に、ライトシェルフによる自然採光、タスク・アンビエント換気によ
りエネルギー供給が滞っても最低限の執務環境を確保できる、リダンダントな庁舎としている。
利用勝手に応じた開口部を設け、タスク通風・アンビエント換気を行える設えとなっている。アンビエント換
気に用いる窓は高所に設けることで、開放時に机上の書類が飛ばないよう配慮している。
日射遮蔽スクリーン、庇により熱負荷を減じ、ライトシェルフにより照明エネルギーの削減を行っている。歩
道状空地は保水性、透水性舗装を採用し、地表面温度上昇を抑制している。
これまで未利用で排水されていた地下鉄湧水を庁舎のエネルギー源として利用し、熱源利用した後は、雑用水
として用いている。
近隣の公園へのアクセスとなる遊歩道を提供し、周辺施設のネットワークを形成している。建物ヴォリューム
を決定する段階で、建物による風が周辺へ与える影響のシミュレーションを行っている。
各階エレベーターホールから見通しのよい空間構成とし、利用者にわかりやすい空間としている。利き手や障
害の度合いに応じた多目的トイレ、トイレブースを設置している。

公道下に埋設配管を行い、離れた施設間でのエネルギー・水融通を実現している。

地下鉄湧水を利用した設備システムは、5.3 年程度で回収が可能なシステムとしている。

地下水利用ヒートポンプチラーと太陽熱温水パネルの温水を利用したガス吸収式温水発生機を組み合わせた空
調熱源システム、熱源利用後の湧水の雑用水利用により、水光熱費を削減している。
ライトシェルフは、スラットを組み合わせたルーバー形状とすることで雨水の滞留を防ぎ、光反射面の防汚対策
としている。上段の南面の庇は、窓面清掃や外壁メンテナンスに用いるメンテナンスバルコニーを兼ねている。
北面のみならず、南面にも柱沿いに PS を確保し、将来的なレイアウト変更に対応できる計画としている。
耐候性の高い外装材を採用し、大面積の天井・床は汎用性の高い素材を用い、更新費用に配慮している。

自然採光・通風エネルギーの積極的利用、高効率機器の採用により casbee-S ランクを確保している。

個室が多く単独での夜間利用がある消防署は個別制御性に優れる方式とし、天井の高い区民ホールは、居住域
空調とするなど、用途・空間に応じた空調方式を採用している。
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短辺耐震要素

長辺耐震要素

設備配管ルート

光

深層地盤改良

鉄骨柱  
H-700×450

鉄骨柱 
 H-700×700

テーパー大梁
H-300~900

SRC 逆梁により
大開口を確保

場所打ちコンクリート杭

Ｆ型にユニット化した
ライトシェルフ鉄骨

設備ルートには大梁
を配置しない計画

CFT 柱  □-900×900

地下鉄湧水槽

直動転がり支承鉛プラグ入り積層ゴム

CFT 柱  □-450×900

基幹設備の上層階への配置

ライトシェルフ・
メンテナンスバルコニー：
電気供給途絶時にも、自然光
の取り込みにより、停電時でも
ある程度の室内照度を確保

柱頭免震

丈夫な腰壁により、地震時の
家具の飛出しを防ぐ

階段室による自然換気に
て、エネルギー途絶時に
も換気を確保する

卓越風による
空気の誘引

地下駐車場

1F

2F

3F

4F

5F

7F

6F

非常用発電

太陽熱温水パネル
太陽光発電

防災無線アンテナ
HPチラー

地下鉄湧水
雑用水受水層 緊急排水層

ＷＣ

災害対策本部

備品庫
コニー：
にも、自然光
停電時でも
度を確保

、地震時の
ぐ

太陽熱温水パネル

災害対策本部

備品庫

地下鉄湧水

〈計画水温〉

400 ㎥ / 日

太陽熱温水システム

床輻射冷暖房
デシカント空調

温水

冷水

排水

一次利用水槽

20℃ 30℃ 38℃
20℃

夏
冬 12℃ 12℃

二次利用水槽 雑用水槽排水槽

トイレ洗浄

災害時
マンホール
トイレ

屋上緑化の散水

WHP

GRH

ろ過
滅菌

AHP

春秋分南中高度54.6°

OAフロア

天井チャンバー

吹出口吸込スリット

直射日光の遮蔽

ライトシェルフ

空調ダクトテーパー梁

サッシ下枠からの自然換気

昼光利用・直射日光の遮蔽

大庇
緑化し輻射を軽減

アンビエント通風
高い位置での通風・排気

アンビエント通風

柱型を利用したPS

タスク通風
在席者が風量を制御

外壁・サッシ清掃等

アンビエント照明
反射による柔らかな光

逆梁

勾配天井　　　
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メンテナンスバルコニー

WHP：地下水利用ヒートポンプチラー

AHP  ：空冷ヒートポンプチラー
GRH  ：ガス吸収式冷温水発生機
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南風

北風

車路

会議室 会議室

執務スペース

執務スペース

執務スペース

執務スペース

執務スペース

消防執務スペース

検診・検査フロア 

区民ホール 消防車庫

執務スペース

検診・検査フロア

執務スペース

消防車庫

駐車場

車路

区役所エリア 保健福祉センター 消防署エリア

区民ホール 車路

消防車庫

執務スペース 執務スペース

検診・検査フロア

執務スペース

F

旧港南区
総合庁舎

横浜市立港南中学校

保育園地域
ケアプラザ

福祉保健
活動拠点

港南ふれあい公園

港南警察署

港南ふれあい
公園

大
岡
川

商業施設
市営地下鉄
港南中央駅

大庇

近隣に合わせた軒線高さを抑える

さくらのネットワーク

ヴォリュームを分節する大庇

鎌倉街道

ボリューム感を軽減して、
周辺との調和を図る

断面図　S=1/1000

3 階執務スペース　ライトシェルフが室内奥まで光を導く

配置図　S=1/3000

1F平面図　S=1/1000

柱頭免震のある地下 1階駐車場南壁面のライトシェルフ　彫の深い表情を作り出す

断面ダイアグラム　S=1/80

南東より見る　街になじむ建築ヴォリューム

部断面詳細図　S=1/12

＜通風シミュレーション＞

南西外観　ライトシェルフや日射遮蔽ルーバーなど多彩な表情を持つ軽やかなファサード

床輻射冷暖房の 1F 区民ホール

3F

4F

北側ファサード　下は西側道路と公園をつなぐ遊歩道

A

スクリーン部分平面図　S=1/120西側日射遮蔽スクリーン

床輻射冷暖房

A

風力（水平）換気と上下
温度差（重力）換気の
ハイブリッド計画

卓越風利用のハイブリッド自然換気計画

APR MAY SEP OCT
WindRose

＜BCP計画＞

＜4F執務スペース照度分布＞

N S N S

地形に即した断面構成 分節化した立面イメージ

南面は、アルミ押出型材のライトシェルフとグレー
チングのメンテナンスバルコニーの２段の庇によ
り日射制御を行っている。ライトシェルフの水平
ルーバーは、反射光を効果的に室内に導く断面形
状とし、汚れがたまって反射率が低下しないよう
にルーバー状としている。より高所から光を採り
入れるため構造を逆梁とし、傾斜した天井面に反
射光をバウンドさせ室内の奥まで光を導いている。

新庁舎から程近い横浜市営地下鉄港南中央駅では、これまで常時約 400 ㎥ / 日もの湧水がほとんど利用
されずに排水されていた。この湧水を公道下に配管を施設して新庁舎に引き込み、その安定した熱ポテ
ンシャルをヒートポンプチラーや冷温水発生機の冷却水として利用、加えて雑用水としても各所に供給
することとした。さらに太陽熱温水、デシカント空調、輻射冷暖房などを組み合わせた空調熱源システ
ムとして、快適な体感温度と大幅な省エネルギーを同時に実現している。天井の高い 1 階の区民ホール
では、湧水を利用した床輻射冷暖房を採用し居住域空調としている。

＜構造ダイアグラム＞
地域資源を利用した設備計画

区役所と福祉保健センター、消防署が合築した複合建築の総合庁舎である。周辺には公的施設が
集中しており、周辺施設との連携を図っていく役割が期待された。外壁には、方位や隣接建物に
応じて、ライトシェルフや日射遮蔽ルーバーといったアタッチメントが取り付けられ、面ごとに
彫りの深い表情を生み出している。複合建築そのままの多様性を活かし、方位に即した表情とす
ることで、周辺の風景となじむ建築とすることを目指した。その結果、区民のための公共施設と
して、長く親しまれる建築となることを期待している。
This is a consolidated office complex incorporating a Municipal Ward Office, Public Health and Welfare Center, 
and Fire Department. The local area is home to a concentration of public services and our expected role was 
to work toward collaboration with the surrounding infrastructure. Attachments fitted to the exterior walls 
include a light shelf, and solar shading louvers, giving each wall a clearly defined profile. By leveraging the 
inherent diversity of the office complex and giving it profiles that are respectively suited to each orientation, 
our aim was to create a building that would harmonize with the surrounding landscape. As a result, we hope 
that the building will be popular as a public facility for the ward’s citizens for a long time to come.

計画地は、中間期に南北軸の卓越風が多い。地面に
近い低層階は、安定した風が得られにくいため、階
段室を利用した重力換気で執務室の換気を行ってい
る。上層階は、外部風による水平換気を行う計画と
している。

北風 南風

環境配慮計画

建物基準スパンは、下階の消防車庫の車両
配置から 12m スパンを採用している。執
務空間の柱は設備ルートに対応させて梁成
に強弱を付けるとともに、中央部は短辺方
向、外周部は長辺方向を強軸として、地震
への対抗フレームを方向ごとに分離させた
ラーメン構造とした。併せて、南面は傾斜
天井に沿ったテーパー大梁として、外周腰
壁と一体の SRC 逆梁を採用し、十分な光と
通風を室内に導く計画を実現した。

これらの自然の力（通風・採光）を活かす
ことによって、災害時の環境制御に寄与し、
機能延命を図っていく事が目論まれてい
る。意匠、環境、構造のインテグレーショ
ンにより、高いレベルでの防災性能を保持
している。災害時の対策拠点となる庁舎と
して、あるべき姿を示したものである。

意匠・環境・設備との統合を目指した構造計画

通常（ブラインド開） ライトシェルフ

机
上
面

鉛
直
面

公共建築を開く ー 建築の仕組みを可視化するー

西面には、日射による熱負荷低減を目的とした有孔
折板のスクリーンを設けている。裏側の開口部へ卓
越風を効果的に誘導するような平面形状に曲げ加工
を施し、パンチングパターンは区の花である「ひま
わり」を模したものとしている。

0.0     0.1     0.2      0.3     0.4    0.5    0.6    0.7    0.8    0.9   1.0        

速度m/s        

周辺との調和
敷地は幹線道路から住宅地側に一本入ったところにあり、周辺には中～低層の建物が立ち並んでいる。巨大な建築ヴォリュームが周囲に圧迫感を与えないように、隣接建物と高さ
を揃えた中間レベルの大庇によって上下に分節化し、さらに中央部のテラスで水平方向にも分節化し、スケールダウンを図っている。

窓際への強い入射
により、極端なまぶ
しさや暑さが発生し
、執務、活動は大きく
制限される。

日射遮蔽は実現で
きるが、室内全体が
暗くなり、眺望もそ
がれ、生産性の低下
につながる。

窓際への極端な入
社を遮蔽し、眺望
の確保、反射光に
よる安定かつ均一
な明るさを確保。

建物北面にバランスよく配置さ
れた給気窓を通じ、直接卓越風
を取り込む。西面の日射遮蔽ス
クリーンにより、北から流れる風
を建物内へ導く。

安全・安心の拠点としての防災計画
災害時の対策拠点となる建物であることから、
免震構造を採用している。用途の重要度を勘案
し、地下駐車場階の柱頭免震として、来庁者に
も見える化を図っている。また、災害時の冗長
性を考慮し、機械室の上階配置、備蓄、再生可
能エネルギーによる環境制御を行っている。

通風・換気でもタスクアンビエントの概念を取り入
れ、アンビエント換気のための高所の排煙窓とサッ
シ下枠換気口、タスク通風のための開閉しやすい高
さの片引き窓、縦滑り出し窓といった利用勝手に応
じた多様な開口を設けている。

＜地下鉄湧水利用ダイアグラム＞

○自然採光計画 ○自然換気計画

南風時は、階段室を利用した上
下温度差換気も手伝い、1, 2F の
南面から取り込まれた外部風が
スムーズに北面屋外へ排出さ
れている。

○日射遮蔽

窓
面 通常（ブラインド閉）

説
明

小泉アトリエ

港南区総合庁舎
KONAN WARD OFFICE AND FIRE STATION

ARUP


